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【古典的アルゴリズム作曲から量子アルゴリズム作曲へ】

ゲート式量子コンピュータのコンセプトに基づく、
量子の特徴を備えた音楽生成原理の提案とソフトウェア実装

＜量子干渉効果・重ね合わせ状態・量子もつれ状態＞

【量子状態→音楽進行の直接的なマッピング】
（SuperCollider+FoxDotを用いたライブコーディングシ

ステムとしての実装）

→リアルタイムな視覚＋聴覚的量子ライブ

パフォーマンス

【量子回路の測定による状態の確率的収縮→音楽進行】
（Qiskit+Taktの統合的GUI環境を実装）

・位相推定等の量子アルゴリズムの音楽応用
→位相変調効果を利用した主題からの

多様な変奏パターン生成等

GUI画面

位相変調による変奏生成
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